
北アルプス地域振興局

整理
番号

課題
区分

事 業 名 事 業 概 要 事 業 期 間 備 考

1 C
北アルプス地域の魅力発
信・魅力育成事業

首都圏において北アルプス地域の魅力を発信し、観
光誘客を図るため、当地域の特産物の販売会にあ
わせて観光PRを実施するとともに、白馬高校国際観
光学科の今後の観光振興に関する学習に資するた
め、販売会体験研修を支援する。

H29年11月

2 B
健康づくりアクティビティ
支援事業

地域運動指導者及び市町村担当者を対象に、ポー
ルウォーキング講習会等を開催し、運動に効果的な
歩き方や運動活動量計を用いた効率的な歩き方を
指導することで、地域住民の運動習慣定着に向けた
指導者の育成を図る。

H29年度
(ｲﾍﾞﾝﾄ支援
は7～9月)

3 C
「北アルプス山麓地域で
暮らし、働く」
魅力発信映像制作事業

「北アルプス山麓地域で暮らし、働く」魅力発信映像
制作業務
・北アルプス地域の自然や暮らしの様子、様々な分
野で働く方たちを紹介する動画を制作する。

H29年9月
～H30年3月

5 C
人生二毛作推進
支援事業

人生二毛作社会実現のため、「人生二毛作推進支
援員」を配置し、圏域における高齢者の社会参加の
場の創出・実現を図る。

H29年度

6 C
「神城断層地震から学
ぶ」周年シンポジウム
開催事業

神城断層地震の発生から３年を迎えるにあたり、震
災の経験等を振り返り、災害に強い大町・北安曇地
域を築くとともに災害の記憶を風化させないことを目
的にシンポジウムを開催する。

H29.11.22

10 A
山火事予防普及啓発
事業

国（県）の山火事予防運動期間（3/1～5/31）に合わ
せ、ハイリスク行為者（森林に近い場所での農作業
者、山菜採取目的の入山者等）への持続性のある
山火事予防啓発を行うため、林内への入り口となる
林道等の沿線に啓発用標識を設置する。

H30年３月頃

11 A
大北地区森林整備
実務者研修事業

・大北森林組合を含む管内の林業事業体を対象に、
森林整備業務の正しい執行に必要な知見・技術を
養い、人材育成を図るための実務研修を実施。
・外部講師による、より専門性の高い現場研修を実
施。

H29年度

12 C
北アルプス国際芸術祭に
かかる地域の観光案内
等 業務事業

6月4日から7月30日まで開催される北アルプス国際
芸術祭に来訪する国内外からの観光客に、管内の
観光情報や芸術文化施設の情報を提供し、当地域
内への観光客の回遊を促進し、滞在時間（日数）の
増加を図る.

H29年6月
～7月

13 C
「ようこそ、信州あづみの
北アルプスへ。」手を振ろ
う！事業

信州ＤＣ期間中に全県で取組む「手を振ろう！運動」
の一貫として、当地域を訪れた方への感謝と歓迎の
メッセージを伝える横断幕を使い、合庁職員によるイ
ベント列車「リゾートビューふるさと」利用者に対する
「手を振ろう！運動」を実施する。

H29年7月～9
月

14 C
サイクルモードインター
ナショナル出展事業

北アルプス地域における自転車走行の魅力や環境
整備の情報を広く全国へ発信することで、自転車に
よるアクティビティ観光の推進を加速し、当地域への
来訪者の増加を図る。

○サイクルモードインターナショナルへの
　出展及び本イベントの来場者に向けた
　当地域の情報発信

H29年11月
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15 B
医学生、臨床研修医等
セミナー開催事業

医学生、臨床研修医を含む医療従事者を対象に、
救急医療に関する医療セミナーを市立大町総合病
院で開催し、症例検討や臨床体験を行う。これによ
り、研修先、勤務先として大北地域の病院を選択す
る医学生や研修医を増やすとともに、救急医療に関
する大北地域の医療のレベルアップを図る。

H29年10月

16 B
「地域を知る」研修会開催
事業

地域の現場で活躍している方を講師として招き、県
職員を対象に、地域で生じている課題やニーズを的
確に把握し、主体的・積極的に解決に当たる資質の
向上を図る研修会及び意見交換会を開催する。

H29年9月
～H30年3月

17 B
地域活性化に係る研究・
検討事業

北アルプス地域の課題に精通し施策立案に見識の
高い有識者からの講義や意見交換を通じ、現地機
関の連携による施策の立案に資することを目的とし
て、地域活性化に向けた研究・検討の場を設ける。

H29年9月

18 C
「ウィキペディアタウンin
安曇野松川村」開催事業

　松川村の特徴的な観光施設等を回る「まち歩き」を
行い、ワークショップ形式で見学した施設等につい
て、図書館の文献等を活用して記事を作成し、ウィ
キペディアへ投稿する。この過程を通して、若者が
地域を知り、愛着を持つきっかけや、参加者同士の
繋がりによる世代間交流を創出する機会とし、同様
の取組の地域内への普及を目指す。

H30年3月

19 C
大町合同庁舎サイクルス
テーション整備事業

大町合同庁舎を、観光情報収集や休憩、自転車の
簡易なトラブルに対処できる工具を備えた「サイクル
ステーション」とする
・サイクルラック、工具一式、空気入れ、表示フラッグ
の配置
・庁舎管理体制に留意しつつ、サイクリストの利便性
を向上

H30年3月

20 C

北アルプス地域「道の駅」
グレードアップ事業（サイ
クリスト利用環境グレード
アップ）

管内道の駅を、観光情報収集や休憩、自転車の簡
易なトラブルに対処できる工具を備えた「サイクルス
テーション」として整備し、サイクリストの受入態勢を
整えるとともに、道の駅利用者数の増加を図る
・サイクルラック、工具一式、空気入れ、表示フラッグ
の配置
・今年度、周辺にサイクルステーションがない、池
田・松川地区の道の駅で試行する

H30.2～3月

21 C
地域おこし協力隊交流・
定着促進事業

管内協力隊員の交流や任期終了後の起業をはじめ
とした管内への定着を支援するため、地域振興局管
内の隊員、隊員OB・OGを対象にした交流会・相談
会を開催する

H30年3月

22 C
北アルプス地域「道の駅」
グレードアップ事業（トイ
レ環境のグレードアップ）

観光客等管内「道の駅」利用者に、おもてなしの気
持ちを伝え、地域のイメージアップを図るとともに、
次期総合5か年計画北アルプス地域計画で取り組む
こととしている、誰もが安心して快適に旅行できる観
光地域づくりを推進する。

県管理道の駅（4か所）の洋式トイレ（25基）に温水便
座を整備する

H30年2～3月
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23 C 情報共有体制強化事業

屋外でのイベントや現地調査・検査、パトロール時の
職員間の情報伝達を確実に行い、事業推進の確実
性や円滑化を推進する。

デジタル簡易無線機の購入

H30年2月

24 A
広葉樹利用推進セミナー
開催事業

広葉樹材の生産・流通・利用の現状や先進的な取
組み等に関する学びを通じ、関係者の協働による広
葉樹林業のビジネス化に向けた取組を推進する。

H30年3月

25 C

新潟県糸魚川地域振興
局・長野県北アルプス地
域振興局　情報交換会開
催事業

隣接する新潟県糸魚川地域と地域振興に関する取
組や課題の情報交換をとおして連携を強化し、両地
域間の交流人口（来訪者）の拡大を図る。

H30年3月

26 B
大北地域の快適な住まい
を考えるセミナー開催事
業

大北地域の冬季の寒い屋内環境は、ヒート
ショックによる高血圧、心疾患などの健康被害
が懸念されるため、部屋と廊下などの温度差が
低く、省エネ性能に優れる住まいを普及するた
めセミナーを開催。

H30年3月
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